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 向春の候 保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の教育活動にご理解と

ご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 さて、先日実施いたしました本校の学校評価に関するアンケートにご協力いただきありがとうございました。アン

ケート結果をまとめましたので、ご報告いたします。 

 今回の保護者の皆様や教職員から寄せられた評価やご意見をもとに、よりよい学校づくりに向けて検討を続け、

今後に活かしてまいります。 

 

 

１．総評 

  全１６項目のうち、１３項目で保護者及び教職員が「達成している」「おおむね達成している」を合わせた回

答の割合が８０％以上でした。多くの項目で評価がよい結果になった理由として、開校から７年が経ち、本校の

学校運営や教育活動の基礎が整えられてきたことが一因と考えられます。基礎が整ったことにより、教職員が

見通しをもって業務に取り組むとともに、児童生徒への支援指導について校内や関係機関等でより密に連携

をとることができるようになってきました。しかし、児童生徒や保護者が直接的に目にできない教職員の業務や

学校運営については、引き続き課題が残る結果となりました。継続して課題の改善に努めてまいります。 

  また、個人でご意見をいただいた内容につきましては、学校評価の主旨から個人へのご回答は控えさせて

いただいておりますが、校内の担当者等と共有をしています。次年度の課題として校内で検討したり、外部機

関と情報共有をしたりするなど、いただいた評価とご意見をもとに「開かれた学校づくり」を目指してまいります。 

  最後に、今年度の結果を次年度の学校運営や教育活動に活かしながら、社会状況や児童生徒一人ひとり

のニーズ等を適切にとらえた学校教育の実現に向けて、引き続き努めてまいります。 

 

 

 ２．「達成している」「おおむね達成している」の回答が８０％未満となった項目の考察 

  （１）進路に関する取り組みについて 

      

 

 

横浜市内各地区、事業所からのお知らせをすぐーるにて配信しています。この取り組みをとおして、高等部卒業

後の進路先になりそうな事業所の様子を、計画的に見学していただきたいと考えています。とはいえ、小学部の

児童の保護者にとっては、「まだまだ先のこと」という思いは当然あると認識しています。この課題については、本

校でのキャリア教育の充実の中で、児童生徒の学びをより豊かにするために保護者の方にも協力いただき、保

護者のニーズを把握しながら、少しずつ進路学習会等への参加者が増えるように努力していきたいと思います。 

設問：保護者進路学習会の実施や福祉事業所動画の公開、関係機関での研修等、進路に関する情報を

設問：提供し、児童生徒が卒業後の生活について見通しをもつことができる環境づくりを進めている。 



  （２）教職員の働き方改革について 

 

 

 

 

校内で教員が行っている業務や取り組みなどに関して、情報を発信する機会があまりないことが「回答できな

い・分からない」という回答が多くなった原因だと推測します。文部科学省でも教員のこれまでの働き方を見直

し、自らの授業を磨くとともに、人間性や創造性を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動を行うことがで

きるようにすることを目的として学校における働き方改革を進めています。校内での取り組みや研修等の様子を

学校だよりやホームページ等で発信していくことで、本校の教育活動を知ってもらう機会としていきたいと思い

ます。 

 

  （３）地域支援について 

 

 

 

 

本校の進路支援、地域支援業務の中核を担う進路専任や特別支援教育コーディネーターが行っている活動が、

主に校外での活動であるため、本校の教職員や保護者から「回答できない・わからない」という回答が多くなっ

たと推測します。現在も定期的に発行している「かけはし」や本校ホームページの「進路・地域日記」でも情報

発信をしていますので、この取り組みを継続することで改善していきたいと思います。 

 

 

３．資料 

  別添：令和７年度 学校評価アンケート結果 

 

 

４．児童生徒用学校生活アンケートについて 

  学校評価アンケートと同時に実施した児童生徒用の学校生活アンケートへのご協力ありがとうございました。 

初めての試みでしたが全校の４割程のご回答がありました。結果については校内で共有し、児童生徒のみなさ

んの実態や思い等を知る機会とさせていただきます。 

 

 

 

 

                                                                      問合わせ先 

                                                                        担当：教務主任 花澤 

                                                                        電話：３５２－１５８０ 

設問：グループウェアを活用して迅速な情報共有をしたり、会議の精選や時間外勤務の可視化を通して効

設問：率的な業務の推進をしたりすることで、学校全体の組織的な連携を強化するとともに、教職員の自

設問：己検査や授業改善につなげている。 

設問：地域の方がボランティアに参加しやすい仕組みづくりをしたり、区の自立支援協議会に参加して校

内で共有したりするなど、地域資源や人材を教育活動に活かすことができるよう努めている。（ボラ

ンティア例：遠足等での移動支援、授業準備や日常支援 等） 


